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一般社団法人科学と金融による未来創造イニシアティブ

サステナブルファイナンス推進
に向けた人材の育成と活用

一般社団法人 科学と金融による未来創造イニシアティブ（FDSF）

2023年6月



FDSFのご紹介
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法人名：　　一般社団法人科学と金融による未来創造イニシアティブ
　　　　　　　FDSFとは、「一般社団法人科学と金融による未来創造イニシアティブ」の英語名”Future Design Initiative by Science and Finance“の略

所在地：　　東京都港区

代表理事： 小野塚惠美 エミネントグループ株式会社　代表取締役、武蔵精密工業株式会社　取締役、金融庁サステナブルファイナンス有識者会議委員
理　事：　 岸本充 慶応義塾大学イノベーション推進本部　特任教授

棚橋 慶太　 広島経済大学経営学部　教授
野村 裕之　 株式会社かんぽ生命保険　執行役員 兼運用企画部長

　　　　　  渡邊拓 HERO Impact Capital Founder & General Partner

監　事：　 安間匡明 一般財団法人社会改革推進財団エクゼクティブアドバイザー
シニアアドバイザー：春名貴之 株式会社かんぽ生命保険　常務執行役（CO-CIO)

FDSF団体概要
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設立経緯：　2021年５月より金融庁サステナブルファイナンス有識者会議の数名と科学（大学）関係者による勉強会を
実施。アカデミアの科学的知識を社会に実装する取り組みとサステナブルファイナンスを通じた新しい資金
循環の促進を目指し、科学・技術と金融を繋ぐ人材の育成、資金供給の仕組み等について議論。その活動
を更に加速化するべく、2022年2月に法人化。

活動実績：  ①サステナブルファイナンスの最新事例勉強会（前身団体）
　　　　　　　　　メンバー、ゲストスピーカーからの事例紹介とディスカッションを行う有志による勉強会　
　　　
　　　　　   ②FDSF Global Conference 企画立案運営
　　　　　　　　　2022年7月20日第一回FDSF Conference開催　（参加者250名）

2022年FDSF Conference当日会場の様子
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FDSFの課題設定と仮説

科学 金融

・科学とは、様々な事象を目的を持って研究する活動
・科学の成果は技術となって社会実装されるものもある
・我々を取り巻く社会課題の解決のために、自然科学と人文
科学の知見の融合が期待されている

・金融とは、金銭の融通の略語：資金がある所から不足
しているところへお金を融通すること

・科学的発見と技術の社会実装への資金循環を通じ
て、社会課題解決に貢献することが期待される

遠い

【課題】持続可能な社会に向けて更なる科学の発展とその成果の実装による課題解決が金融を伴って早く、多
数実現する必要があるが、日本ではそのための資金の好循環が不足している

【仮説】その一つの理由として、科学と金融の距離が遠いのではないか

【距離を縮める方法（例）】
出会いの場の創出

理解の醸成
共通言語の創出

時間軸のすり合わせ
関わる人材の育成
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FDSFの課題解決に向けたミッション

Our Mission：

①場づくり：お互いをより理解し、ネットワークを築くための機会の提供

②人づくり：２つの世界を繋ぐ人材の拡大と活用

③未来への投資：資金を循環させ、科学の知見を社会実装する仕組みづくり
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FDSFのビジョン

科学と金融に関係する国内外の関係者を巻き込み、
経済価値と社会価値の創出にシームレスに取り組み、社会のアップデートを目指す

FDSF

大学・大学院、教
育機関

政府

研究者
社会人・
学生

事業会社
(大企業、

スタートアップ） 金融機関

自治体、
地域推進団体

NPO
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FDSF Global Conference 2023 概要
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FDSF Global Conference 2023は、昨年7月に開催されたFDSF Conference 2022の成功を礎に、よりグローバルな視点を踏まえ、本
年7月に開催の予定です。海外からの登壇者による外から見た日本への期待感の共有、サステナブルファイナンスに関わる様々な立場
の方々の参加によるネットワーキングの機会を提供いたします。

概　　要：
　　［名　称］　FDSF Global Conference 2023
　　［主　催］　一般社団法人科学と金融による未来創造イニシアティブ、SX推進大手数社
　　［運　営］　Jazzy Business Consulting株式会社（事務局）＆ 株式会社JAZZ SUMMIT TOKYO　
　　［協　力］　アーキタイプベンチャーズ、ブランズウィック・グループ

   ［協　賛］　T&Dグループ、大和アセットマネジメント、Bloomberg、ティーロープライス、みずほFG、三菱地所
　　［後　援］　金融庁、経産省、環境省、内閣府
　　［開催日程］　2023年7月21日（金）
　　［開催場所］　東京都千代田区丸の内　丸ビルホール＆コンファレンススクエア　
　　［参加予定人数］　オフライン　＋　オンライン（配信）　＝　計500名

予定参加者／企業等：　　
　　　　サステナビリティトランスフォーメーション/SX推進企業
　　　　研究開発型スタートアップ企業
　　　　金融関係者（機関投資家、アセットオーナー、ベンチャーキャピタル、証券会社、銀行、地域金融機関）
　　　　大学・アカデミア関係者、学生
　　　　政府関係者
　　　　メディア関係者等
　　　



人づくり事業
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人づくり事業における3つの柱

SFHC情報ライブラリ 体験談Blog スポンサーシップ
プログラム

グローバルに存在するサステナブル

ファイナンス、サステナブル経営に

関するアカデミックプログラム（大学・

大学院コース、ディプロマコース、エ

グゼクティブコース、資格試験等）を

ウェブサイトにて紹介

プログラム体験者、SFHC育成の関

係者による生の声を紹介

サステナブルファイナンス推進に向

けて研鑽を積む、研究に取り組む人

たちを応援する目的で、研究補助費

（奨学金）を提供（予定）

Sustainable Finance Human Capital (SFHC)の3つの柱
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Sustainable Finance Human Capital (FDSFウェブサイト）

出所：：https://fdsf.jp/SFH：

SFHC情報 ライブラリ

世界のアカデミックプログラムを紹介

奨学金制度の詳細

SFに関する学びの体験談の紹介



資料
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メンバー紹介： 理事
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代表理事　

小野塚惠美
Emi Onozuka

理事

野村 裕之
Hiroyuki Nomura

理事

岸本 充
Mitsuru 

Kishimoto

理事

渡邊 拓
Hiro 

Watanabe

理事

棚橋 慶太
Keita Tanahashi

エミネントグループ 代表取締役社長ＣＥＯ
金融庁サステナブルファイナンス有識者会議委員

株式会社かんぽ生命保険　執行役員 兼運用企画部長慶應義塾大学 イノベーション推進本部 特任教授 HERO Impact Capital General Partner
一般財団法人 ZERO Foundation 代表理事

広島経済大学経営学部　教授

JPモルガン(1998-2000)、ゴールドマン・サックス・アセット・マ
ネジメント(2000-2020)、カタリスト投資顧問（2020-2022）に勤
務。うち20年以上は資産運用に携わり、３つ部門（運用、営
業、管理）を全て経験。 2012年以降、ESG分野での専門性を
培い、機関投資家としてESGリサーチ、投資先上場企業との
対話、議決権行使を中心としたスチュワードシップ活動を推
進。直近ではアクティビストファンドの経営者として、日本の上
場企業のガバナンス向上、資本市場の高度化、最終受益者へ
の啓発に注力。金融庁サステナブルファイナンス有識者会議、
経産省非財務情報の開示指針研究会に参画。日本を代表す
る機関投資家団体として世界から認知されるジャパン・スチュ
ワードシップ・イニシアティブ（ JSI）で運営委員長を務める。東
京理科大学大学院経営学研究科技術経営（ MOT）修士。

1997年に理化学研究所に入所。我が国の科学技
術史に残る複数の大型プロジェクトの企画に関わり
立ち上げを行う。好奇心による発見・発明の土壌づ
くりと、より良い社会を実現するためのイノベーショ
ンに挑戦してきた。近年は研究機関や大学において
未来社会のデザイン、エコシステムにおける価値連
鎖、コモンズとしての大学の役割などについて組織
を超えた検討と実践に挑戦している。 2022年４月よ
り現職。大阪大学核物理研究センター特任教授。

1989年に第一生命保険相互会社（現　第一生命保険株

式会社）入社。第一生命英国現地法人出向、 DIAM（現 ア
セットマネジメントOne）英国現地法人出向、第一生命保

険株式会社債券部長を経て、 2017年4月に株式会社かん

ぽ生命保険入社。市場運用部長、運用企画部長を経て、

2023年4月より現職。生保・アセットマネジメント会社にて

長きに渡りファンドマネジャー業務に携わり、現在はかん

ぽ生命の資産運用の深化・高度化を進めるとともに、幅

広い資産を長期的に運用するユニバーサルオーナーとし

て積極的にESG投資、インパクト投資を推進、国内外の

各種フォーラム・カンファレンスに登壇。 1989年3月慶應義

塾大学経済学部卒業。現在、 JPインベストメント株式会社  
取締役、三井物産かんぽアセットマネジメント株式会社  取
締役。

1992年、京都府生まれ。洛南高等学校卒業。慶應義
塾大学退学。在学中にNPO法人AIESEC JAPAN 
2015年度代表を務める。AI特化型インキュベーター兼
VCであるDEEPCOREヘ2017年に参画し、研究開発
型スタートアップへの創業期投資を担当。 2021年12月
に、地球課題解決に貢献する次世代研究者を支援す
る財団｜ZERO Foundationを設立し、代表理事に就
任。2022年2月に、若手研究者と共同創業するベン
チャーキャピタル｜HERO Impact Capitalを設立、
General Partnerに就任。同じく2022年2月に、一般社
団法人科学と金融による未来創造イニシアティブを設
立、理事に就任。

1986年日本興業銀行入行、興銀証券、ドイツ及びロンド
ン証券現地法人、みずほ証券勤務を経て 2006年に三井
物産株式会社に入社、オルタナティブ投資商品の企画・
運用・販売に従事、同社子会社であるジャパンオルタナ
ティブ証券 (現三井物産オルタナティブインベストメンツ )や
物流施設に投資する J-REITである日本ロジスティクスファ
ンド投資法人を運営する三井物産ロジスティックスパート
ナーズの代表取締役、またかんぽ生命保険に出向し不動
産ファンド投資担当部長を経て国内外社債、同ファンド投
資及びオルタナティブ投資 9兆円弱を担当する運用開発
部長を歴任。2021年より広島経済大学経営学部教授。慶
應義塾大学経済学部卒業、筑波大学修士 (経営学)、青山
学院大学博士 (プロフェッショナル会計学 )。
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メンバー紹介： 監事・アドバイザー
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シニアアドバイザー

春名 貴之
Takayuki Haruna

株式会社かんぽ生命保険 常務執行役 Co-CIO
大阪大学 核物理研究センター 招へい教授
立命館大学  総合科学技術研究機構  客員教授

1991年 農林中央金庫入庫。ジャパンオルタナティブ
証券株式会社（現  三井物産オルタナティブインベスト
メンツ株式会社）の取締役執行役員 COOを経て、
2016年 株式会社かんぽ生命保険入社。執行役員運
用開発部長、執行役運用企画部長を経て、 2021年4
月より現職。市場運用部、オルタナティブ投資部、クレ
ジット投資部の運用フロント部門全体の担当役員とし
て、かんぽ生命の資産運用の深化・高度化並びに
ESG投資を推進中。1991年 立命館大学経済学部経
済学科卒業。

監事

安間 匡明
Masaaki Amma

PwCサステナビリティ合同会社 執行役員常務
一般財団法人社会変革推進財団エグゼクティブアドバイザー

1982年日本輸出入銀行（現㈱国際協力銀行）入行。世界
銀行日本理事室出向、開発金融研究所副所長、大阪支
店副支店長、業務企画室長。経営企画部長、執行役員企
画管理部門長などを経て取締役（ 2017年退任）。大和証
券㈱顧問を経て、現在、PwCサステナビリティ合同会社執
行役員。経済同友会会員、一橋大学公共政策大学院客
員教授、福井県立大学客員教授、東京大学工学系研究
科非常勤講師。京都大学経済学部卒業、英国 LSE（ロンド
ン・スクール・オブ・エコノミクス）大学院 Diploma（経済学）
修了、東京大学博士（工学）。
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FDSF Global Conference 2023　プログラム（予定）
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